



















工 字 ↑専 士
第 381 2 ?E玉3 
昭和 52 年 2 月 23 日











































(2) 単一液滴の壁面蒸発について 臨界圧力以上ではLeidenfrost 点が消失するという現象を見い
だした。
(3) 単一液滴ならびに噴霧の着火遅れを種々の燃料に対して，温度，圧力ならびに酸素濃度を変え
て実測し，従来より広範囲に適用しうる実験式を作成した。
以上のように，本論文はデイーゼル機関における燃焼の解析に不可欠な資料を提供するとともに，
液滴の蒸発現象に対して新しい知見を加えたものであり 工学上寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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